
奥出雲斐伊川水系に於ける近世企業たたらの
たたら吹き操業と砂鉄採取の盛衰について

それに伴う流出士砂量の推定^
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1 はじめに

1)

本論文は,橋谷博ほかの「宍道湖・中海の

湖底堆積物に含まれる諸元素の鉛直分布」の

Ⅵ結語の 3)にある,「アルミニウムとナトリ

ウムの鉛直分布は1700~1900年代に大きな山

があり,鉄,ウランの均一な分布と対照的で

ある.奥出雲で盛んであったたたら製鉄の鉄

穴流しと関連があるものと考える.その最盛

期は斐伊川流域で1800年頃,飯梨・伯太川流

域で1700~1750年と推定される.Jとあるのに

対し,近世企業たたらのたたら吹き操業の盛

衰に基づいて,その原料のーつである砂鉄の

採集の実態を明らかにし,そのために山を崩

して流し出した土砂の量を時代を追って推定

算出し,それに応じたものである.

橋 郎*
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Ⅱ近世企業たたら経営者(鉄師)

の確認

近世に於ける松江藩(図1一出雲国内に

は,松江藩の支藩である広瀬藩とその飛地と

さらに母里藩がある.この地方はのぞく)内
2),3)

のたたらを分けて,「近世企業たたら」と「自
4)

給たたら」に分類する.1726年(享保11)よ

り松江藩は藩内の9鉄師(水田大地主)にの

み,企業たたらの操業を許可した.したがっ

て以後は,自家消費量程度の鉄を,必要に応

じて生産するための,吹差吹子を用いた小規
さしふきたたら

模な「差吹舮」と呼ばれた自給たたらについ

ては,本論文では一切触れない.それはこの

自給たたら用の砂鉄は,鉄師が必要とする砂

鉄を採取した残りを,川で採取したものであ

るからである.

近世初め,斐伊川水系での砂鉄採取のため
5),6)

の山砂の堀り流しを禁止したのは,近世の出

雲藩(全出雲国知行)最初の藩主堀尾氏で,

1612年(慶長17)のことである.唯一つの現* 島根大学山陰地域研究総合センター客員研究員
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金収入の得られる仕事場を失った奥出雲の農 し,統制期については「鉄方御法式書出し」
の

民は,直ちにその解禁を嘆願したが許されな をもとに,絲原家文書と若干の田部・桜井・

かった.堀尾氏絶家のあと藩主となった京極 ト蔵の諸家の文書によって確認した.

氏になって,禁止されてから25年振りの1636 前統制期を r杠日記」を中心資料としたの

年(寛永13)漸く許された.当時斐伊川は簸 は,この日記は中世についても杠家はもとよ

川平野を西流して日本海に注いでいた.1639 り,当地方の正確な記録があるが,1596年(慶

年(企16)の夏の洪水からは東流に変じ,宍 長元)から1765年(明和2)までは一年も欠

道湖に流入するようになって現在に至ってい けることなく,杠家の重要記事・杠家や郡内

る. のたたら製鉄業の記録があり,他の史料から

みても正確である.特に絲原家の記録で製鉄
8) 9)

業の記録の最初の文書,そして1734年(享保

19)から1872年(明治5)までの絲原家の完

全な舮・鍛冶屋の月別操業記録と重複する部

分すなわち杠家の17鉐年までの記録がよく符

号するからである.これらをもととして,前

統制期の斐伊川水系の鉄師 q二多・飯石・大
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近世企業たたらの経営者(以下鉄師と呼ぶ.

正式には松江藩は享保Ⅱ年から呼称する)の

数については,山砂の堀り流し解禁から1725

年(享保10)までは,(以下この時代を前統制

期と呼び,企Ⅱ年から幕末までを統制期と呼
5)

ぶことにする)「杠日記」を中心として推定
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10)
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原3君のの数を推定した.これらの文書に簸

川郡田儀村の桜井家があるが,この家の操業

舮の所在地はほとんど神門川水系であるので,

鉄師の数からは除いた.

表一 1 はこれらの史料によって,斐伊川

水系の砂鉄採取のための鉄穴流しが解禁され

た前統制期から,統制期の文政年間までの,

杠家・絲原両家のたたら操業とその関連事項

を年代を追ってその変遷を記したものである.

これで見ると,前統制期には鉄師は毎年操

業はせず,操業しても秋季のみ(砂鉄は夏川

で採取する)である.1691年(元禄4)天秤

吹子が出現してからは高殿も設けられ,秋か

ら冬にかけて操業されるようになるが,操業

が毎年行われるようになるのは1710年(宝永

末)頃からである.

そして享保Ⅱ年 r鉄方御法式」が定められ

ると年間の操業月数が増えはじめるが,毎月

操業するようになるのは安永年間(1772~80)

に入ってからである.それは宝暦年間になっ

て掘り流して数段の洗樋で採取する方法(い

わゆる鉄穴流しによる比重選鉱)が普及し始

めて,それまでの山砂を掘り川に運んで流し,

下流の川床に沈澱堆積させた砂鉄を採取する

量より採取量が急に増加し,操業回数増加に

伴う砂鉄の需要量に応ずることが出来たから

である.従って川に流出する士砂量も多量と

なり,1761年(宝暦11)松江藩は下流農民の

要望をいれて「鉄方御条目」を定め,その場

所数の制限をしたが,記録を検討すると操業

回数の増加に従って砂鉄の需要量の増加で次

第に崩れてしまっている.これは鉄に対する

需要を増加させた社会状況,それに対応する

たたら操業技術の向上によるもので,このこ
3),12)

とについては別の二つの論文に述べている.

橋 郎

次に鉄師の数の推定と確認をする.近世初

めから明治大正期までの数は,表一2の通り

となる.前統制期については推定である.1722

年(享保7)松江藩による鉄買上制が中止さ

れ,にれまで数回買上げと中止力泳曼り返され

たが,これ以後は再開されることがなかった.

幕末には数人の鉄師から鋼の若干量を買上制

としたことがある)その清算をめぐって鉄師

一同と藩との論争が続いた.この時の鉄師の

うち斐伊川水系の者は12人であった.そのう

ち4人は極めて小規模経営者のようである.

それ以前の鉄師の数は「杠日二動の記録に基

づいて,斐伊川水系の鉄師の数を推定した.

統制期に入ってからは記録があるのでそれ

によって確認をした.この論争の結果松江藩
4)

は,1726年(享保11)「鉄方御法式」を制定

し,鉄師のうち実績があって大水田地主層に

属する9人に限り,営業を許可し種々の恩典

を与えるとともに,いろいろの義務も負わせ

た.鉄師名は次の通りである.

⇔内は許可舮数

仁多郡桜井・絲原・杠・ト蔵・山根

(各 1力所)

飯石郡田部(2)田部一田部分家(1)

大原郡石原(1)

神門郡桜井一桜井分家(1)

このうち神門郡の桜井家は神門川水系にある

のでこれを除くと斐伊川水系は8鉄師である.

その後,杠ついで山根やがて石原の諸家は

廃業したが,それらの操業権は他の鉄師が継

承し,のちに石原一族・梅木らが下請操業を

続けているので,鉄師の数は本論文の上では

8鉄師として認定している.明治初年になる

と数人の新しい鉄師が出現したが,失敗も続

いて短期間で終っているので数の増減には数

えない.そして1987年(明治20)前後からは,

山陰地域研究(伝統文化)第5号28
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鉄師は田部・桜井・絲原・ト蔵の4家となり,

大正Ⅱ年の一揃廃業まで続く.

Ⅲ標準操業規模の鉄師の選定

全鉄師の毎年のたたら操業の回数を調べ,

その砂鉄使用量を計算し,その母岩である山

砂の流出量を算出するのが手順であるが,そ

のための資料の多くが失われたり,残ってい

ても未公開であるため不可能であるので,8

鉄師のうちで標準操業規模の鉄師を1人選定

し,公開されている資料を手がかりとして計

算することとした.

享保Ⅱ年松江藩が許可した鉄師8人のうち,

田部家は舮2力所,桜井・絲原・ト蔵の 3家

は舮1力所宛を経営した.他の田音原分)・石

原・杠・山根の4家も舮1力所宛を経営した

が経営規模も小さく,後廃業して経営権を,

譲ったほどである.田部家は2力所の上に田

部(分)家のものも引き継ぎさらに増設もし

ている.ト蔵家はのち経営の若干の縮少をし

た時代もあるので,標準操業規模の鉄師は桜

井・絲原の両家となる.

さらに変動期にあたる幕末から廃業までの

状況を,念のため次の8資料によって確認し

た.①文政7年(1824)から元治元年
13)

(1864)までの松江藩への寸志銀上納の記録.

② 0文久2戊9月出雲十郡高十石以上

書出しバ県立図書館蔵)の石高.③ 0明

治6年松江藩庁引継文書」(県立図書館蔵)に

ある,仁多郡6人・飯石郡2人・大原郡1人

の鉄師の諸鉄生産額.④ r明治16年工部

省係官来場の折書出し控」(絲原家文書)にあ

る,仁多郡6力所・飯石郡3 ケ所・大原郡1

力所の10舮場(鉄師6人)の生産額.⑤

明治30年から大正元年までの「海軍用鉄材売

納に関する組合契約書」(絲原家文書)にみ

る,田部・桜井・絲原・ト蔵4家の契約高割

そして⑥明治U年から大正4年まで

の4家の生産額(仁多郡誌所載).⑦松江

藩が鉄師に課した先納銀制に対する年貢米決

済の石高(養米引受高)の幕末から明治初年

の記録絲ホ原家文書).⑧幕末に於ける鉄

師の藩からの拝借銀高(実は大阪商人から藩

を介しての鉄師の借入銀のこと)(絲原家文

書).以上を検討して絲原・桜井両家が標準経

営規模鉄師であることが認められた.そのう
9)

ち既述の,3冊の操業全記録,宝暦年問から

廃業した大正末年までの勘定書等が数多く残

り,しかも公開されている絲原家を選んで,

その記録の検討から,全鉄師が流し出したと

見られる土砂量を算出し,技術の改良,鉄需

要に対する社会状況の変化を考え,期間を区

切ってその指数を出し,表一2 に記入表示

することとした.

Z>、
ロ.

29

Ⅳ砂鉄とその母岩仙砂)との関係

奥出雲の近世企業たたらの操業は,再開以
3),12)

来銑生産をめざして行われた.その操業1回

をはじめは1夜とい、(のち1代という),4

昼夜を要しており,これを 4日押という.文

政年間からはこれを 1昼夜短縮して,3日押

とする技術改良が行われ,安政年間に完成し
あこめ

た.ただ奥出雲でも赤目砂鉄の多い飯石郡内

では,4日押操業は続き3日押より若干多

かった.しかし絲原家の記録や田部家の記録,

若干の桜井・ト蔵両家の記録でみると,3日

押と4日押の1代の操業に使用する砂鉄の量

は,多少4日押が多い程度であるので,その

差は問わないこととした.従って記録が連続

して残っている絲原家の操業経過に従い,1

19的年3月



4

工場

表一 2

①橋谷論文 Th実線

如20

1400

16 12

⑤土砂流出推定量

1500

比較値
1639~1691を

100とする

郎

1600

(C) (b)推

藩政ほか

定

1700

資

斐

師数
術

料

伊

(ー'音の

操業年

11

企年問

月数

東流

砂鉄

採取法

水

(段階)

杠

田

1800

系

部

鉄穴数

2

12

3

100

30

171

4

223

刀て

再開

鉄方不振

1900

5

274

富田埋まる

87
91

6

286

日刀保たたら

308

糸原

7 360

享保Ⅱ^鉄方御法式

木炭鉄工場

磁力選鉱

し廃止

8

運上銀制

山陰地域研究(伝統文化)第5号

2000

308

井

とび

とび

宝暦U

安永5

天秤吹

9

秋

ほぽ
毎年

が

多 し)

(15%)

10
Ⅱ

鉄方条目

172

文政3

冬も

嘉永3

114

10力月

26

明治20

33

12力月

22

樋流し
多し
(30%)

鉄穴流

125を制限

昭和20

30

40

49

52

6-7木炭銑

たたら廃業

商橋

鉄
技

8
1

?2+4
9
稔
8

盛
人
に

5
 
9
 
Ⅱ

正大

6
 
9
 
9
 
6

3
 
3
 
5
 
6

9
U
噐
Ⅱ

如
玲
桜

日
乃

る
聞
晒
 
N
 
π



奥出雲斐伊川水系に於ける近世企業たたらのたたら吹き操業と砂鉄採取の盛衰にっいてーそれに伴う流出土砂量の推定一

代の砂鉄使用量を基準として,奥出雲の全鉄

師の使用量を算出することとした.

明治初年日本の招きで来日,北海道の炭田

開発と地質調査に多大の功績を残した,アメ

り力人地質学者 Benjamin smith LYMAN

(1835-192のが,1878年(明治11)の秋ご

ろ,雨川村(現横田町大字大谷字雨j川を訪
14)

れ,絲原家経営の鉄穴舮について詳細な調査

をしている.滞在日数など不明であるが,科

学者の眼で,砂鉄・木炭・炉の構造・操業,

さらに経理の問題と冬岐にわたって,詳細な

記録をしている.さらに近くの宇根舮の操業

見学もし,両舮の検討から,砂鉄の採取方法,

炉への送風方法,原料・製品の運搬方法そし

て経営上の問題にわたっても,極めて適切な

改善の意見も書いている(その後意見と同じ

方向で改善されている).それと当時の絲原家

の鉄穴舮の諸記録や決算書と比べてみると,

分析した数字はよく符合していて,信頼のお

けるものである.その中に本論文でとりあげ

ている,砂鉄と母岩(山砂)とに関する考察

がある.それを整理してみると,岩体の長さ
ひろ

30尋,幅5.5尋.高さ 3尋の500立尋から,最

終洗鉱(当時は荷受けした砂鉄を,高殿近く

で再洗鉱して65%程度の量としている)を終

えた鉱石量価少鉄)は500駄(1駄24貫)すな

わち45.6t にあたり,母岩重量の約0.5%であ

るとしている.(500立尋は 1尋を1.8mとする

と2,886.8rrf余となる)
15)

これをあとで述べる株式会社鳥上木炭鉄工

場(仁多郡横田町大字大國の,今日の母岩

に対する採取砂鉄量の比率の計算方法による

結果と比較してみる.

それによると,2,886.8がの赤目砂鉄の母岩

中の赤目砂鉄は55.olt であり,真砂砂鉄の母

岩中の真砂砂鉄は15.四t である.当時1代で

使用する両種類の砂鉄の量は明らかではない

が次のように推定できる.1代の操業の初期

を「こもり」「こもりつぎ」といって,溶け易

い砂鉄を使用し,赤目砂鉄などを挿入し,次

の「のぼり」「くだり」では真砂砂鉄を挿入す

る.それを経過時間でみると前者と後者は,

3対7位の割合と推定される.
フ)

また明治12年後半期の決算書に見える,納

入砂鉄の鉄穴場所名(舮名は大体,今日の小

字名をつけ,鉄穴場所名は切図に於ける最小

字名をつけるのが習慣で,その場所の砂鉄は

同種の砂鉄であり,さらに同種の砂鉄の中で

も溶け易い,溶け難いの品種を区別する代名

詞ともされている)とその量を調べ,その場

所名から赤目・真砂両砂鉄に分けて積算する

と,その割合はほゞ3対7であることが判明

した.但し明治12年の泱算書では両種の区別
フ)

が出来ないので,1916年(大正7)に絲原家

が調査した鉄穴場所の両砂鉄の格付と採取可

能量から判断したものである.鉄穴場名を付

した砂鉄はその品種を判別する手段であった

からほゞ誤りない.

この割合をもって,2,886.8m.(500立尋)

の両種母岩からの両種砂鉄の採取量を計算し

てみると,その量は50t程度となった.この

科学的な算出方法は,最近の選鉱方法をもと

に考えられたものだが,先のライマンが調査

で推定した,母岩と選鉱採取した砂鉄量との

関係値と余り差がないことは,ライマンの調

査が正確であったことを裏付けるとともに,

今日の計算方法を過去に遡って適用しても,

そう誤りはないことをしめしたものである.

そこで洗樋による鉄穴流しの完成した宝暦年

間まで遡ってもそう差はないと判断し,この

方法で流出士砂量の推定を行うこととした.

311989年3月



真砂砂鉄の母岩lm.は水分含めて1.9t あ

り,その中に真砂砂鉄は0.8%含まれていて

15.9蚫である.ところが実際採取した砂鉄に

は,まだ砂が付着していてその量は15%程度

あるからこれを考慮すると18.95蚫(15.91【g÷

0.85)となる.この砂鉄が濁流とともに流さ

れて洗樋で採取される量は,30%の歩留りで

あるから5.4蚫となる.これは 111f=1.9t の

母岩の約2.フ%となることになる

赤目砂鉄は母岩lm'=1.8t で砂鉄の含有

は 3%であり,54捻であるが,修正計算をす

ると(54kg÷0.85) 63.529蚫で,本場の洗樋

で30%採取されると,それは19.備捻となる.

この両種の砂鉄の使用量を判然と区別する

ことは先に述べたように困難である.それに

奥出雲は真砂砂鉄地帯が多かったから,上記

の真砂砂鉄の採取量を基準として,流出士砂

量の算出をすることとした.

1がの母岩即ち山砂に5.4kg (0.0054t)の

砂鉄がある.たたら操業1代に15t の砂鉄を

使用すると,年間70代操業では1,050t を使用

することになる(1代に15t,年間70代の数

字は絲原家の操業記録の平均値をとったも

の).この砂鉄の母岩の量は先の計算方法に

よって積算すると194,444nf即ち約20万がと

なる.これは谷川沿いの山肌の高さ10mで奥

行2mの延長10kmにわたる量である.

重ねてのべる如く極めて平均的な概算であ

ることは断っておく.

橋 郎

違いがあり,半期毎の決算書を比べても差が

大きい.従って数年間を区切っても同様であ

るので,たたら操業の技術やそれをめぐる諸

条件の改善進歩発達を考えて,巨現的に段階

を考えて比較し指数を示すこととした.これ

が土砂の堆積量を推定する最善の方法と思う.

たたらの操業回数は,はじめは秋のみであ

り,操業は毎年行われなかった.それが連年

操業へ,やがて秋から冬に操業されて月数が

増え,しばらく続く.そして年間毎月操業へ

と進む.それを検討してⅡ段階とし,絲原家

を標準鉄師とし,その明らかな実績をもとと

して,山砂の量を出し,鉄師の数を掛けて総

量を出した.そして第1段階の総量を100とし

て各段階の指数を求め,表一 2 に図示した.

山陰地域研究(伝統文化)第5号

第1段階

1639年(寛永16)から1691年(元禄4)ま

では,秋のみの操業であり,前半は毎年も行

われていない.記録では秋の操業15代が大成

功であったとある.そこで鉄師年平均7代程

度の操業,1代の砂鉄使用量15tと推定した.

この頃は土砂を流して川で夏採取する時代で
15)

あるから,15%の歩留りであった.これらを

総合判断し計算して7フ,フフ7m.の数を得た. こ

れを100とした.(以下棒グラフは期間の中間

年に表示)

第2段階

1691年から天秤吹子の使用が始まり,操業

技術も進歩し高殿も完備し,秋から冬への操

業も行われるようになった.記録から年平均

5力月程度の操業で年間20代とし,毎年操業.

そして砂鉄は川砂鉄中心であったとし,計算

して指数171を得た.

第3段階

享保年間(1716-1735)になると,毎年5

V 操業の発達段階の歴史に応じた

山砂の流出量の推定

操業記録や決算書をみると,1代毎の木

炭・砂鉄の使用量そして製品の量には著しい

32

高



奥出雲斐伊川水系に於ける近世企業たたらのたたら吹き操業と砂鉄採取の盛衰にっいてーそれに伴う流出土砂量の推定一

~10力月操業が行われるようになった.そこ

で年間平均30代とし,川砂鉄以外に若干の樋

流し(歩留30%)も加わったことを考慮して

指数223を得た.

第4段階
3)

宝暦年間(1751-1763)は樋流しの完成期

(いわゆる鉄穴流し)であり,1舮場での操

業も5~6年間と長期となりけ也下構造も複

雑となる)安定操業へと向う.これまでは銑

生産が主力であったが,この頃から録を割っ

て鋼も得るようになった.年間平均10力月操

業で40代と推定して,274の指数を得た.

第5段階

安永年間(1772-178のからは年間毎月操

業の時代となり活況を呈しはじめる.50代と

して286の指数を得る.

第6段階

寛政年間(1789-1800)に入ると,需要の

伸びに応じて生産増強へと向う.年間印代と

して指数308

第7段階

1829年(文政12)から1840年(天保11)に

かけては年間操業代数が急に増え,70代を越

すこともある.指数360

第8段階

安政年間(1854-1859)に入ると操業代数

が減ってくる.経営が苦しくなり拝借銀を得

て切り抜ける時代である.一方技術改良が完

成し1代の砂鉄の使用量も若干減少する.指

数308

第9段階

明治(1868)に入ると次第に洋鉄の輸入が

増え,たたら操業は操短によって切抜ける努

力をする.1887年(全20)からは 4鉄師だけ

が操業し,19侃年からは天秤吹子に変って水

車動力による四挺の吹差吹子による送風をは

33

じめる.費用の節減と生産量の僅かの増加で

現状を維持する.砂鉄の使用量も若干増加す

る.鉄師4人によるため指数は172

第10段階

1912年(大正元)からは操業数は急に減る.

他方木炭鉄工場によって活路を見出そうとす

る.平均40代で指数114

第Ⅱ段階

第一次世界大戦が終ると,たたら操業は全

くの赤字となる.1920年(大正9)は年間9

代の操業であった.指数26

以上がたたら操業からみた砂鉄採取のため

に流し出した山砂の推定量の変遷である.そ

して1922年(大正11)すべての操業は停止し

廃業する.

以上を表一2 に図示してみると,橋谷

論文で指摘の如く,相関関係をみることがで

きる.(田部・桜井両家の古文書が前面公開さ

れ,再確認が可能になるまでは試論としたい)

Ⅵむすび

1989年3月

上記の指数には加算していないが,1917年

(大正6)より,砂鉄と木炭を原料とし角炉

による木炭鉄工場の経営が行われている.そ

こでの砂鉄の使用量を記しておく.

付 ・己

0絲原家経営

1917年(大正田 9月~1922年(企11) 3月

各年間使用砂鉄量 97.5t(舮6.5代分)

0他に3力所あったが短期間
13)

0日立金属安来工場経営のち鳥上木炭鉄工場

フ)



1918年(大正 7)11月~1933年(昭和 8)

各年間使用砂鉄量 50ot (舮33代分)

1934年(企 9)~1945年(企 20)

ノ゛、
2,520 t (舮168代分)

1946年(企 21)~1965年(企 4の

ノ'、
6,30ot (舮420代分)

16)

0桜井家経営

1935年(全 10)~1945年(全 2の

ノヘ
80ot (舮53代分)

0他に靖国舮・叢雲舮が操業されてぃたが年

間の代数は少ない.

山陰地域研究(伝統文化)第5号

橋 郎

以上の砂鉄の使用量の合計を年次別にみる

と次のようである.(さきに算出の基礎とし

た,1鉄師年間70代の使用砂鉄量で除した数

である)

1917年(大正 6 )~1922(全 11)

各年間 鉄師 0.6人分

1923年(大正12)~1933年(昭和 8)

ノ＼ 鉄師 2.4

1934年(全 9)~1945年(全 2の

ノヘ
鉄師 3.2

1946年(企 21)~1965年(全 4の

ノノ＼ 鉄師 6.0
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文 献

このうち昭和20~企40年の間は浜砂鉄・川

砂鉄合せて15%程度を含むので,鉄師数は5

人余となり,この間の山砂の流出量は第9段

階の指数を若干上廻る程度となる.なおこの

間は,士地改良も兼ねて泥流を水田その他に

流し込み沈澱させたり,河川の途中に砂防ダ

ムを設けたり,また途中に堰を設けて士砂を

採取し,コンクリート用砂骨材としたりした.

士砂量は相当あったが,その量の算出が容易

でなく以上の数字から減じてない.従って下

流に流れた量はこれを引去った量となる.
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